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百
年
経
て
ば
古
文
書 ―

町
民
の
宝
・
公
用
文
書
の
保
存
を
考
え
る
― 齋

藤
仁
司 

� 

文
書
整
理
（
活
用
）
に
は
予
算
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
。 

�

公
用
文
書
の
管
理
は
、
整
理
上
の
観
点
か
ら
主
に
総
務
部
門
が
担
っ
て
い

る
が
、
当
該
文
書
を
保
存
す
べ
き
か
、
廃
棄
す
べ
き
か
、
そ
の
判
断
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

公
用
文
書
は
、
作
成
当
時
の
行
政
上
の
「
意
思
決
定
」
の
経
過
を
記
し
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
か
ら
も
文
書
は
明
ら
か
に
歴
史
を
紐
解
く
鍵
で
あ

り
、
文
書
は
そ
の
時
代
の
「
文
化
」
で
も
あ
る
と
思
う
。
今
日
の
文
書
も
五

十
年
か
ら
百
年
経
て
ば
古
文
書
で
あ
り
、
財
産
・
貴
重
な
「
宝
」
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
真
実
が
生
々
し
く
再
現
さ
れ
、
写
し
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
町
（
県
・
国
）
民
の
「
宝
」
で
あ
り
、
尊
い
財
産
で
も
あ
る
。 

�

大
子
町
で
は
、
文
書
を
作
成
す
る
際
に
起
案
者
が
町
文
書
管
理
規
程
に
基

づ
き
、
保
存
年
限
を
三
年
・
五
年
・
十
年
・
永
年
等
の
定
め
に
従
っ
て
起
案

文
書
に
記
入
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
が
廃
棄
年
の
決
定
と
な
る
。
廃

棄
に
該
当
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
各
課
は
文
書
の
種
類
と
保
存
年
限
を
記

載
し
た
文
書
箱
に
入
れ
、
総
務
課
担
当
者
に
渡
し
、
文
書
庫
に
保
管
す
る
。

毎
年
六
～
七
月
頃
に
保
存
年
限
を
経
過
し
た
文
書
箱
を
総
務
課
が
確
認
し
、

機
械
的
に
環
境
セ
ン
タ
ー
に
運
ん
で
焼
却
処
分
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
一
考
し
た
い
の
は
、
廃
棄
文
書
と
見
ら
れ
る
も
の
で
も
文
化
財
部

門
が
見
る
と
「
宝
の
山
」
で
あ
り
、
町
民
の
「
財
産
＝
宝
」
が
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
化
財
部
門
は
担
当
者
が
少
な
く
、

広
く
文
化
行
政
と
の
兼
務
状
態
で
あ
る
点
が
問
題
で
あ
る
。
現
在
は
、
町
教

育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
担
当
グ
ル
ー
プ
の
中
の
一
～
二
名
が
他
の
複
数

業
務
と
兼
務
で
担
当
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
毎

年
春
に
な
る
と
沢
山
の
「
宝
の
山
」
が
焼
却
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。「
文

書
」
に
は
、
冊
子
や
刊
行
物
は
も
ち
ろ
ん
写
真
や
図
面
、
設
計
図
等
も
含
ま

れ
る
。 �

茨
城
県
や
隣
り
の
常
陸
大
宮
市
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
視
察
し
た

時
の
学
芸
員
の
説
明
で
は
、
県
は
、
廃
棄
文
書
は
県
庁
等
か
ら
公
用
車
で
茨

城
県
立
歴
史
館
に
、
常
陸
大
宮
市
は
常
陸
大
宮
市
文
書
館
に
運
び
込
ま
れ
る
。

そ
の
後
、
文
化
行
政
部
門
担
当
が
数
か
月
か
ら
半
年
か
け
て
保
存
文
書
と
廃

棄
文
書
に
区
分
す
る
。
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
公
文
書
は
、
さ
ら
に
半

年
か
け
て
整
理
・
修
繕
（
害
虫
処
理
を
含
む
）
し
、
登
録
作
業
を
経
て
、
一
般

に
情
報
公
開
（
閲
覧
供
与
）
さ
れ
て
い
る
。
当
町
も
是
非
そ
う
あ
り
た
い
と
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
必
要
な
人
員
の
配
置
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
資
料
館
の
建
設
・
維
持
や
文
書
の
保
存
に
関
わ
る
か
な
り
の
予
算
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。 

�

一
例
だ
が
、
今
年
大
生
瀬
西
区
で
は
、
総
会
で
地
区
民
に
諮
り
、
区
長
が

保
存
引
継
ぎ
し
て
き
た
古
文
書
の
一
部
を
町
に
寄
贈
し
、
保
存
し
て
も
ら
う

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。 

本
稿
で
は
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
一
考
し
た
が
、
民
間
の
文
書
や
地
域

の
文
書
、
民
具
・
農
具
・
漁
具
等
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。
今
直

ぐ
に
で
も
取
り
組
み
を
始
め
な
い
と
、
毎
年
貴
重
な
「
町
民
の
宝
」
が
失
わ

れ
続
け
て
い
く
。
こ
の
宝
を
後
世
に
引
き
継
ぎ
，
遺
す
使
命
が
あ
る
と
思
う
。 

折
か
ら
世
間
で
は
、
善
悪
は
別
と
し
て
公
文
書
の
在
り
方
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
機
会
に
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
「
文
書
」
等
の
扱
い
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。「
文
書
」
等
を
疎
か
に
し
た
く
な
い
。
少
な
く
と
も
私
に
は

急
を
要
す
る
大
事
な
問
題
だ
と
思
え
る
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 
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江
戸
の
詩
人
大
窪
詩
仏
（
四
） 

������������������������
島
崎
和
夫 

 
頼
山
陽
と
の
交
流��

詩
仏
に
は
多
く
の
友
人
が
い
ま
す
。
大
田
南
畝
、
菊
池
五
山
、
亀
田
鵬
斎
、

市
川
米
庵
な
ど
の
詩
人
や
学
者
ば
か
り
で
な
く
、
谷
文
晁
、
酒
井
抱
一
な
ど

の
画
家
、
曲
亭
馬
琴
な
ど
の
戯
作
者
、
そ
し
て
水
戸
藩
の
立
原
翠
軒
・
杏
所

父
子
な
ど
多
彩
で
す
。
そ
の
中
か
ら
頼
山
陽
と
の
交
流
を
紹
介
し
ま
す
。 

�
頼
山
陽
は
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
。
字
を
子
成
、
山
陽
は
号
。
安
永
九

年
（
一
七
八
〇
）
大
坂
に
生
ま
れ
、
父
は
広
島
藩
儒
。
詩
仏
の
一
三
歳
下
。
天

保
三
年
（
一
八
三
二
）
没
。
天
保
七
年
頃
出
版
の
『
日
本
外
史
』
は
多
く
の
人

に
読
ま
れ
ま
し
た
。
詩
集
に
『
山
陽
詩
鈔
』
『
山
陽
遺
稿
』
、
政
治
論
に
『
日

本
政
記
』
『
通
議
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

�
詩
仏
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
、
六
一
歳
の
夏
、
西
遊
の
旅
に
出
ま
す
。

甲
府
、
大
坂
、
京
都
、
紀
伊
、
大
和
、
彦
根
、
金
沢
を
巡
る
の
で
す
が
、
大

坂
で
は
山
陽
と
二
晩
に
わ
た
っ
て
浪
華
橋
か
ら
舟
を
浮
か
べ
詩
と
酒
を
楽
し

み
ま
す
。
そ
の
後
紀
伊
か
ら
京
都
の
頼
山
陽
の
自
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。 

�
そ
の
と
き
山
陽
は
「
詩
仏
来
訪
」
と
題
す
る
詩
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

 

霞
光
破
砕
水
粼
々��
霞
光
破
砕
し
て
水
粼
々
り
ん
り
ん 

此
際
敲
門
恰
有
人��
此
の
際
、
門
を
敲
い
て
も
恰
も
人
有
り 

伝
刺
山
妻
忙
弁
酒��
刺
を
伝
え
て
山
妻
、
酒
を
弁
ず
る
に
忙
し 

卅
年
耳
熟
老
天
民��
卅
年
耳
に
熟
す
老
天
民 

（
『
山
陽
遺
稿�
詩
』
巻
之
二�
読
み
下
し�
大
森
林
造
『
大
窪
詩
仏
ノ
ー
ト
』
） 

 �
初
秋
の
夕
焼
け
の
光
が
砕
け
散
っ
て
き
よ
ら
か
な
鴨
川
を
て
ら
す
そ
ん
な

時
間
に
門
を
た
た
く
人
が
い
る
。
詩
仏
で
し
た
。
妻
に
伝
え
る
と
さ
っ
そ
く

酒
の
用
意
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
夫
か
ら
三
〇
年
来
聞
き
つ
づ
け
て
き
た
名

前
な
の
で
す
か
ら
（
天
民
は
詩
仏
の
号
の
一
つ
で
す

）
。 

�
そ
の
詩
に
詩
仏
は
次
韻
し
て
次
の
よ
う
に
詠
み
ま
す
。 

 

雨
餘
橋
下
水
粼
々��
雨
餘
、
橋
下
、
水
粼
々
り
ん
り
ん

。 

渡
水
来
訪
寄
傲
人��
渡
水
と
す
い

来
り
訪
ぬ
、
奇
傲
き
ご
う

の
人 

五
斗
今
吾
被
渠
縛��
五
斗
、
い
ま
吾
渠
か
れ

に
縛
ば
く

せ
ら
る 

愧
君
長
作
葛
天
民��
愧
は

づ
、
君
、
長
く
葛
天
の
民
と
作
な

る
に
。 
��

雨
後
の
鴨
川
が
川
底
の
石
を
見
せ
て
清
ら
か
に
流
れ
て
い
る
。 

��
そ
の
川
を
渡
っ
て
、
心
の
む
く
ま
ま
に
暮
ら
す
山
陽
を
訪
ね
た
。 

��
こ
の
私
と
い
え
ば
わ
ず
か
な
給
金
に
縛
ら
れ
て
秋
田
藩
に
出
仕
す
る
身 

��
と
な
っ
て
い
る
。 

��
君
が
ま
る
で
往
古
の
葛
天
氏
の
民
の
よ
う
に
お
お
ら
か
に
生
き
て
い
る 

��
の
に
比
べ
て
恥
ず
か
し
い
。 

（
『
詩
聖
堂
詩
集
二
編
』�
読
み
下
し
と
詩
意�
大
森
林
造
『
大
窪
詩
仏
ノ
ー
ト
』
） 

 

「
秋
田
藩
に
出
仕
」
と
は
、
文
政
八
年
に
秋
田
藩
主
佐
竹
義
厚
に
招
か
れ
て

江
戸
藩
邸
に
あ
る
日
知
館
の
教
授
と
な
っ
た
こ
と
を
さ
し
ま
す
。 

�
山
陽
と
酒
を
楽
し
ん
だ
二
年
後
の
文
政
十
二
年
に
妻
に
先
立
た
れ
ま
す
が
、

そ
の
と
き
の
「
哭
内
」
詩
は
山
陽
に
送
っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
山
陽
は��「

詩
佛
寄
示
悼
亡
詩
賦
此
弔
之
（
詩
仏
、
悼
亡
詩
寄
せ
示
す
。
こ
れ
を
賦
し
て
こ
れ

を
弔
う

）
」
と
題
す
る
詩
を
返
し
ま
す
（
『
山
陽
遺
稿�
巻
之
五
』
）
。 

�
そ
の
三
年
後
の
天
保
三
年
、
病
の
詩
仏
に
山
陽
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

「
わ
れ
ま
さ
に
東
遊
せ
ん
と
す
。
請
う
君
、
死
を
忍
べ
」
と
。
と
こ
ろ
が
江

戸
に
向
か
う
前
に
山
陽
は
病
を
え
て
亡
く
な
り
ま
す
。
五
三
歳
で
し
た
。 

�
知
ら
せ
を
聞
い
た
詩
仏
は
「
輓
頼
子
成
」
（
頼
子
成
を
い
た
む

）
と

題
す
る
七
言
絶
句
中
に
「
茫
然
無
語
涙
頻
弾
（
茫
然
と
し
て
語
無
く
、
涙
頻
り
に

弾
く

）
」
と
詠
み
、
「
才
学
識
兼
三
者
少�
詩
書
画
并
一
身
難
」
と
山
陽
の
才

知
・
学
問
・
識
見
、
詩
書
画
の
才
能
を
惜
し
ん
だ
の
で
し
た
。 
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日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
も
の 

和
田
宗
介  

�

昨
年
四
月
に
大
子
町
に
来
て
か
ら
、
一
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
大
子
町
で
暮
ら
す
方
、
事
業
を
営
む
方
な
ど
、
多
く
の
方
々
に

出
会
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
出
会
い
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
回
寄
稿
の
機
会
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

�

私
は
、
今
ま
で
東
京
や
埼
玉
で
暮
ら
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
暮
ら
し
て

い
る
地
域
と
い
う
も
の
を
今
ほ
ど
意
識
し
た
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
大
子

町
で
の
仕
事
柄
、
意
識
す
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
地
方

（
都
市
部
の
対
義
語
）
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
起
因
し
て
い
る
気
が
す
る
。
私

は
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
（
都
市
部
）
に
は
思
い
出
が
沢
山
あ
る
し
、
愛
着
も

あ
る
。
今
で
も
大
好
き
な
ま
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
部

は
常
に
開
発
が
進
み
、
思
い
出
だ
っ
た
場
所
・
風
景
が
姿
を
変
え
る
。
住
民

の
転
出
入
が
多
く
、
私
の
地
元
で
は
、
私
も
含
め
今
で
も
地
元
に
住
ん
で
い

る
同
級
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
勤
め
人
が
多
く
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の

日
々
の
営
み
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
い
。 

�

で
は
、
地
方
と
は
何
か
。
私
が
大
子
町
で
日
々
暮
ら
し
て
い
る
中
で
感
じ

て
い
る
こ
と
を
三
つ
挙
げ
な
が
ら
、
考
え
て
い
く
。 

一
つ
に
、
自
然
・
文
化
・
歴
史
を
感
じ
る
機
会
が
多
い
こ
と
。
ま
ず
、
自

然
に
つ
い
て
は
、
国
名
勝
袋
田
の
滝
・
生
瀬
滝
な
ど
長
年
か
け
て
創
り
あ
げ

ら
れ
た
景
観
、
気
候
・
風
土
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
は
っ
き
り
と
し
た
四
季
が

あ
る
。
私
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
都
市
部
の
住
民
は
季
節
を
感
じ
に
わ
ざ
わ
ざ

出
掛
け
る
。
身
近
に
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
大
子
町
で
暮
ら
す
魅
力
の
一

つ
だ
。
次
に
、
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
・
文
化
的
な
祭
礼
、
旧

木
造
校
舎
や
歴
史
的
建
造
物
、
神
社
仏
閣
な
ど
数
多
く
の
文
化
遺
産
が
あ
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
地
元
を
愛
す
る
人
た
ち
と
の
出
会
い
。
都
市
部
に
も
文

化
・
歴
史
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
い
。 

二
つ
に
、
小
規
模
な
事
業
者
や
農
業
に
携
わ
る
人
が
多
く
、
大
子
町
で
暮

ら
し
て
い
る
人
た
ち
の
日
々
の
営
み
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
デ
ー
タ
で
裏
付
け
さ
れ
る
。
平
成
二
十
六
年
経
済
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、

大
子
町
に
お
け
る
小
規
模
な
事
業
所
（
従
業
員
数
二
〇
人
未
満
）
の
数
の
割
合

は
九
割
、
従
業
員
四
人
以
下
の
事
業
所
数
は
七
割
を
超
え
る
。
ま
た
、
二
〇

一
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
大
子
町
の
農
家
の
う
ち
副
業
的
と
自

給
的
を
合
わ
せ
る
と
八
割
を
超
え
て
お
り
、
農
業
が
身
近
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
営
み
が
多
い
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
が
、
こ
の
営
み
が
地
方
で
暮
ら
す
・
生
き
る
こ
と
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
。 

三
つ
に
、
他
人
と
の
距
離
感
が
近
い
こ
と
。
顔
見
知
り
に
な
る
と
、
色
ん

な
と
こ
ろ
で
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
、
気
遣
っ
て
く
れ
た
り
と
、
温
か
さ
（
ぬ

ぐ
い
よ
大
子
）
を
実
感
し
て
い
る
。
「
ど
こ
の
誰
」
と
言
え
ば
、
「
あ
の
人
ね
」

と
な
り
、
そ
の
関
係
性
の
中
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
同
じ
場
所
で
暮

ら
し
続
け
て
い
る
人
が
多
い
た
め
、
自
然
と
そ
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
閉
鎖
的
な
部
分
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
今
後
は
色
ん
な
人
・
考
え

を
受
け
入
れ
る
多
様
性
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
方
と
は
、
与
え
ら
れ
た
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
な

が
ら
、
先
人
た
ち
が
創
り
あ
げ
て
き
た
文
化
・
歴
史
・
営
み
、
他
人
と
の
関

係
性
の
中
に
あ
る
日
々
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
が
地
方
の
全
て
で
は
な
い
が
、
都
市
部
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
が
故

に
、
近
年
地
方
で
生
業
を
始
め
る
移
住
者
が
注
目
さ
れ
る
の
は
そ
の
点
も
あ

る
よ
う
に
思
う
。
大
子
町
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
都
市
部
に
な
い
地
元
な
ら
で

は
の
日
々
の
暮
ら
し
に
幸
せ
を
感
じ
、
次
の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代
に
そ
の

幸
せ
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
で
は
今

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
い
る
（
大
子
町
は
五
〇
年
以
上
前
か
ら
）
。
こ
の
こ

と
を
前
提
に
、
日
々
の
幸
せ
を
模
索
し
て
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
微
力
で
は
あ
る
が
、
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。 

（
副
町
長
兼
観
光
商
工
課
長
）�
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大
子
の
お
医
者
さ
ん
（
一
）�

大
金
祐
介���

近
年
、
我
が
国
で
は
、
特
に
地
方
に
お
い
て
、
医
師
不
足
が
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
翻
っ
て
、
近
代
の
大
子
を
見
て
み
る
と
、
地
方
の
山

間
の
町
で
あ
り
な
が
ら
、
多
数
の
医
師
が
集
う
町
で
あ
っ
た
。
近
代
の
大
子

に
は
、
ど
の
よ
う
な
医
師
が
集
ま
り
、
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
近
代
の
大
子
に
お
い
て
活
躍
し
た
医
師
を
ご
紹
介
し
た
い
。��

石
井
栄
次
郎�
保
内
郷
初
の
近
代
的
な
病
院
と
さ
れ
て
い
る
の
は
大
子
病

院
で
あ
る
が
、
そ
の
大
子
病
院
を
創
設
し
た
の
が
石
井
栄
次
郎
で
あ
る
。�石

井
は
、
元
治
元
年
二
月
二
十
九
日
、
茨
城
県
多
賀
郡
高
岡
村
（
現
・
高
萩

市
）
の
宇
野
家
に
生
ま
れ
た
。『
茨
城
県
医
家
列
伝
』（
秋
永
常
次
郎
著
、
明
治
二

十
七
年
発
行
）
に
よ
る
と
、
「
大
丈
夫
、
宰
相
ト
為
ラ
ズ
ン
バ
、
須
ク
良
医
ト

ナ
リ
、
蒼
生
ヲ
救
ハ
ン
ニ
ハ
如
カ
ズ
」
と
の
思
い
か
ら
医
師
を
志
し
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
水
戸
の
茨
城
医
学
校
に
入
学
し
、
明
治
十
九
年
十
二
月
に
卒

業
す
る
ま
で
四
年
間
に
わ
た
っ
て
医
学
を
学
ん
だ
。
茨
城
医
学
校
卒
業
後
は
、

難
関
の
医
術
開
業
試
験
を
受
験
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
八
年
か
ら
大
正
五
年

ま
で
行
わ
れ
て
い
た
医

師
免
許
を
取
得
す
る
た

め
の
試
験
で
あ
る
。
石

井
は
、
仙
台
で
前
期
試

験
を
、
東
京
で
後
期
試

験
を
受
験
し
、
こ
れ
に

合
格
し
て
医
師
と
な
っ

た
。
医
師
と
な
っ
て
か

ら
は
、
東
京
の
山
龍
堂

病
院
や
井
上
眼
科
病
院

で
研
鑽
を
積
ん
だ
。�

そ
の
よ
う
な
な
か
、
石
井
は
、
見
込
ま
れ
て
大
子
町
の
医
家
・
石
井
家
に

婿
養
子
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
十
七
年
四
月
三
十
日
、
保
内
郷
の
素

封
家
か
ら
出
資
を
募
り
、
保
内
郷
初
の
近
代
的
な
病
院
、
大
子
病
院
を
創
設

し
た
。
大
子
病
院
は
、
創
設
当
初
、
石
井
と
依
上
村
の
医
師
・
吉
成
辰
之
介

の
共
同
経
営
で
、
現
在
の
武
士
石
材
店
の
あ
た
り
に
病
院
を
構
え
て
い
た
。

し
か
し
、
後
に
、
石
井
の
単
独
経
営
と
な
り
、
病
院
も
現
在
の
鈴
木
新
聞
店

の
あ
た
り
に
移
転
し
た
。
石
井
は
、
大
子
病
院
に
お
い
て
は
、
内
外
各
科
の

診
察
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に
眼
科
の
診
察
を
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
大
子
病
院
で
診
察
を
す
る
傍
ら
、
三
十
二
年
四

月
か
ら
大
子
町
の
学
校
医
を
、
四
十
二
年
三
月
か
ら
大
子
町
の
町
医
を
務
め

て
い
る
。��

な
お
、
紙
幅
の
都
合
上
、
今
回
は
詳
述
で
き
な
い
が
、
石
井
は
、
大
日
本

医
会
等
の
医
師
の
職
能
団
体
の
創
設
に
も
尽
力
し
て
い
る
。��

石
井
の
医
師
と
し
て
の
活
躍
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
彼
は
政
治
家

と
し
て
も
活
躍
し
た
。
特
に
、
明
治
末
年
か
ら
始
ま
っ
た
水
郡
線
誘
致
運
動

で
は
、
益
子
彦
五
郎
、
桜
岡
力
、
外
池
太
一
郎
な
ど
と
共
に
保
内
郷
に
お
け

る
運
動
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
七
年
十
一
月
十
三

日
に
は
大
子
町
長
に
就
任
し
、
水
郡
線
の
開
通
に
よ
り
著
し
い
発
展
を
遂
げ

つ
つ
あ
っ
た
大
子
町
の
舵
取
り
を
担
っ
た
。
し
か
し
、
町
長
在
任
中
の
昭
和

九
年
三
月
二
日
、
脳
溢
血
に
よ
り
死
去
し
た
。
七
〇
歳
で
あ
っ
た
。��

成
井
ま
す�
大
子
病
院
に
は
、
成
井
ま
す
と
い
う
産
婆
が
勤
め
て
い
た
。

成
井
は
、
大
子
病
院
を
拠
点
と
し
て
、
明
治
四
十
五
年
頃
か
ら
昭
和
三
十
年

頃
ま
で
産
婆
を
務
め
た
よ
う
で
、
こ
の
間
に
大
子
で
子
ど
も
を
産
ん
だ
母
親

の
多
く
は
成
井
の
助
産
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
大
子
病
院
は
、
産
科
病
院

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
成
井
に
関
す
る

史
料
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

成
井
は
、
女
傑
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
体
格
と
器
量
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
物

で
あ
っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。�

（
大
子
町
在
住
）�

 
石井栄次郎 
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【
史
料
紹
介
】「
道
中
行
程
記
」
―
棚
倉
か
ら
八
溝
山
へ
の
道 藤

井
達
也 

 �

下
野
国
小
林
村
（
小
山
市
南
小
林
）
の
名
主
で
あ
る
田
波
氏
の
旅
の
記
録
、

「
道
中
行
程
記
」（
小
山
市
立
博
物
館
蔵
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
寛

保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
、
上
信
越
を
経
て
出
羽
三
山
に
参
拝
後
、
陸
奥
国
か

ら
常
陸
を
経
て
帰
着
す
る
ま
で
の
三
十
四
日
間
の
旅
を
記
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
旅
の
途
中
に
田
波
氏
は
、
棚
倉
→
笹
目
→
八
溝
山
→
蛇
穴
→
黒
沢
→
下

野
宮
→
堀
ノ
内
→
小
生
瀬
→
高
柴
→
小
中
と
、
八
溝
山
参
拝
を
兼
ね
て
大
子

地
方
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
八
溝
山
を
通
る
道
中
記
が
数
点
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
黒
沢
と
八
溝
山
を
行
き
来
す
る
も
の
ば
か
り
で
、
棚
倉
と
八

溝
山
間
の
記
述
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
本
道
中
記
の
記
述
は
大
変

貴
重
な
も
の
で
す
。
本
稿
で
は
「
道
中
行
程
記
」
の
大
子
関
連
記
事
を
紹
介

し
ま
す
（
翻
刻
文
は
小
山
古
文
書
愛
好
会
『
善
光
寺
・
出
羽
三
山�

伊
勢
参
宮�

道
中

記
』（
一
九
九
七
）
に
拠
り
ま
し
た
。
筆
者
補
足
の
箇
所
は
（�
）
で
示
し
て
い
ま
す
）
。�

�

一�

笹
目
（
棚
倉
町
大
梅
）
よ
り
八
溝
山
江�

四
り
半�

�
�

此
所
よ
り
直
ニ
登
り
也
、
大
難
所
也
、
二
り
半
斗
も
行
、
弘
法
大
師
護
摩

之
所
（
山
本
不
動
尊
）
、
左
之
方
江
少
々
寄
リ
テ
有
、
并
ニ
か
ち
水
有
、
夫

よ
り
壱
り
半
余
行
、
峠
ニ
奥
（
陸
奥
）・
常
（
常
陸
）・
野
（
下
野
）
ノ
三
境
有

り
、
山
王
権
現
棚
倉
よ
り
建
立
、
日
光
権
現
水
戸
よ
り
建
立
、
金
燈
籠
野

刕�

州�

ノ
黒
羽
根
大
関
様
よ
り
建
立
也
、
是
よ
り
御
堂
、
右
は
八
丁
斗
、
是

よ
り
不
残
登
り
坂
斗
也
、
是
よ
り
常
陸
国
之
内
也�

一�

八
溝
山�

蛇
け
ち
江�

壱
り
半�

�
�

此
所
（
日
輪
寺
）
坂
東
廿
一
番
朱
印
十
四
石
、
別
当
は
山
伏
持
也
、
此
所

ニ

泊
り
も
中
食
も
、
此
山
伏
□
成
ル

也
、
是
よ
り

下
り
坂
、
笹
目
よ
り

此

所
迠
人
家
な
し
、
馬
は
峠
三
境
迠
取
成
り�

一�

蛇
穴
よ
り
黒
沢
江�

三
り�

�
�

此
間
弐
り
斗
行
、
上
宮
と
云
有
り�

�

泊
り
八
月
七
日
出�

一�

黒
沢
よ
り
下
ノ
宮
江�

壱
り�

�
�

此
所
近
津
ノ
宮
有
、
三
宮
黒
沢
三
所
ニ
御
宮
有
り�

一�

下
ノ
宮
よ
り
堀
ノ
内
江�

弐
り�

�
�

此
所
近
津
大
明
神
と
云
有
り
、
古
跡
也
、
其
末
ニ
川
有
渡
し�

一�

堀
之
内
よ
り
小
中
（
常
陸
太
田
市
小
中
町
）
江�

弐
り
半�

�
�

此
間
ニ
右
之
方
ニ
佐
竹
江
之
別
道
、
小
生
瀬
村
と
云
出
ル
、
入
四
間
（
日

立
市
入
四
間
町
）
江
行
ニ
ハ
、
高
柴
と
云
江
出
ル
、
高
柴
よ
り
小
中
へ
出
ル�

一�

小
中
よ
り
大
中
（
常
陸
太
田
市
大
中
町
）
江�

十
八
丁�

一�

大
中
よ
り
川
原
野
（
常
陸
太
田
市
上
深
荻
町
）
江�

弐
り
六
丁�

�

泊
り
八
月
八
日
出�

 �

八
月
六
日
に
棚
倉
の
笹
目
を
出
発
し
た
田
波
氏
は
、「
大
難
所
」
と
称
す
る

ほ
ど
の
坂
道
を
進
み
、
八
溝
山
を
目
指
し
ま
す
。「
弘
法
大
師
護
摩
之
所
」
と

の
記
載
か
ら
、
山
本
不
動
尊
の
近
く
を
通
る
道
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
笹
目

か
ら
日
輪
寺
ま
で
「
人
家
な
し
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
人
も
居
住
し
な
い
よ

う
な
山
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
山
伏
が
別
当
で
あ
っ

た
日
輪
寺
で
は
、
食
事
や
宿
泊
が
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

八
溝
山
頂
付
近
の
峠
に
「
奥
・
常
・
野
ノ
三
境
」
が
あ
っ
た
と
の
記
述
も

注
目
さ
れ
ま
す
。
山
王
権
現
は
棚
倉
藩
主
、
日
光
権
現
は
水
戸
藩
主
、
金
燈

籠
は
黒
羽
藩
主
と
、
八
溝
山
の
宗
教
施
設
が
隣
接
す
る
大
名
に
よ
っ
て
分
担

さ
れ
る
か
た
ち
で
建
立
さ
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
三
国
の
大
名
か
ら

の
庇
護
を
受
け
て
い
ま
し
た
（「
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
乙
巳
検
断
日
記
」（「
東
白

川
郡
沿
革
私
考
」（『
棚
倉
町
史
』
別
巻
三
）
所
収
）
に
「
山
王
大
権
現
の
宮
は
棚
倉
御
城

主
様
、
日
光
大
権
現
の
宮
は
水
戸
御
城
主
様
、
両
者
鳥
居
は
黒
羽
御
城
主
様
」
の
記
載
も

あ
り
ま
す
）
。
境
界
地
域
と
い
う
八
溝
山
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。 

「
道
中
行
程
記
」
の
記
事
は
、
参
詣
者
か
ら
周
辺
大
名
ま
で
の
多
様
な
八

溝
山
信
仰
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
の
で
す
。�

�
�

（
水
戸
市
立
博
物
館
） 
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大
子
町
の
経
済
更
生
運
動
と 

����������
農
村
改
良
劇
「
栄
ゆ
く
村
」（
一
） 

 �
本
稿
の
主
題
に
か
か
わ
る
昭
和
初
期
か
ら
十
一
年
ま
で
の
歴
史
的
背
景
を

鮮
明
に
す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
ま
ず
大
子
町
（
町
村
合
併
以
前
の
旧

大
子
町
、
以
下
同
じ
）
の
出
来
事
を
中
心
に
、
略
年
表
を
作
成
し
て
お
こ
う
。 

 ��
年�
代�������
主  
な  
出  
来  
事 

� �
大
正
十
五
・���
三�
月�
茨
城
県
農
会
、
農
業
共
同
経
営
奨
励
規
程 

�
昭
和�
元
年��������
を
制
定 

�
（
一
九
二
六
）���  
五�
月�
自
作
農
創
設
維
持
補
助
規
則
公
布 

���
二
年���
三�
月�
大
郡
線
（
の
ち
水
郡
線
に
改
称
）
常
陸
大
子
駅

開
通 

��������
三�
月�
大
子
郵
便
局
に
電
話
が
開
設 

��������
三�
月�
大
子
町
農
会
に
農
事
組
合
設
立 

��������
こ
の
年�
大
子
町
農
会
、
青
物
市
場
を
開
設 

���
三
年���
十
一
月�
大
子
町
市
街
に
愛
宕
町
誕
生 

���
四
年���
一�
月�
大
子
町
農
会
、
農
村
改
良
劇
「
栄
ゆ
く
村
」

を
制
作
、
大
平
座
に
お
い
て
初
公
演 

��������
十�
月�
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
大
暴
落
、
世
界

恐
慌
に
拡
大 

���
五
年���
こ
の
年�
経
済
恐
慌
（
昭
和
恐
慌
）
激
化 

��������
八�
月�
久
慈
郡
農
会
、
農
村
救
済
を
求
め
る
陳
情

書
を
県
に
提
出 

��������
九�
月�
米
価
暴
落 
���

六
年���
六�
月�
大
子
地
方
豪
雨
と
降
雹
に
よ
り
被
害
甚
大 �

昭
和�
六
年���
九�
月�
満
州
事
変
勃
発 

���������
十�
月�
昭
和
二
年
か
ら
こ
の
月
ま
で
の
間
に
、

大
子
町
に
二
八
の
農
事
組
合
設
立 

����
七
年�� �
二�
月�
大
子
町
農
会
、
蔬
菜
果
実
出
荷
組
合
設
立 

���������
三�
月�
満
州
国
建
国
、
満
州
移
民
政
策
開
始 

���������
五�
月�
五
・
一
五
事
件 

��������  
八�
月�
救
農
臨
時
議
会
召
集
、農
山
漁
村
経
済
更

生
計
画
を
決
定 

���������
こ
の
年�
茨
城
県
、
経
済
更
生
町
村
の
指
定
開
始 

���������
こ
の
年�
農
村
振
興
、
失
業
者
救
済
事
業
と
し
て

道
路
新
設
（
瀬
戸
田
通
り
）
工
事
開
始 

����
八
年���
三�
月�
日
本
、
国
際
連
盟
を
脱
退 

���������
こ
の
年�
大
子
町
農
会
、
農
村
改
良
劇
「
栄
ゆ
く

村
」の
後
編
（
経
済
更
生
の
巻
）
を
制
作
、 

�������������� 
恒
例
の
農
業
祭
で
上
演 

���������
こ
の
年�
時
局
匡
救
農
村
振
興
土
木
事
業
と
し
て

道
路
新
設
（
後
山
通
り
）
工
事
開
始 

����
九
年���
三�
月�
水
郡
線
全
通 

���������
三�
月�
常
野
線
省
営
バ
ス
、
大
子
駅
―
烏
山
駅

間
運
航
開
始 

���
十�
年���
こ
の
年�
大
子
地
方
一
帯
は
九
年
に
続
く
冷
害
に

よ
り
水
・
陸
稲
な
ど
大
幅
な
減
収
、

農
家
経
済
に
深
刻
な
打
撃 

���
十
一
年���
二�
月�
二
・
二
六
事
件 

���������
八�
月�
大
子
町
農
会
、
農
村
改
良
劇
「
栄
ゆ
く

村
」
を
映
画
化
（
約
二
〇
分
程
の
無
声
映

画
） （『

大
子
町
史 

通
史
編 

下
巻
』
よ
り
作
成
） 

����������������������
（
井
上
和
司
）
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産
地
づ
く
り
に
向
け
た
公
的
支
援
の
展
開
（
下
の
一
） 

―
特
産
品
・
り
ん
ご
の
ル
ー
ツ
を
探
る
（
一
〇
）
― 

 
公
的
支
援
、
と
り
わ
け
栽
培
技
術
の
向
上
や
経
営
改
善
に
関
わ
る
支
援
を

担
っ
た
大
子
地
区
農
業
改
良
普
及
所
に
つ
い
て
は
本
誌
第
八
六
号
、
八
七
号

で
ふ
れ
た
。
生
産
現
場
で
直
接
り
ん
ご
生
産
者
と
向
き
合
い
、
課
題
を
共
有

し
、
解
決
の
た
め
に
奔
走
す
る
の
が
農
業
改
良
普
及
員
で
あ
る
が
、
普
及
員

の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
茨
城
県
は
各
種
の
研
修
制
度
を
設
け

て
い
た
。
例
え
ば
、
そ
の
一
つ
が
特
技
研
修
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
、
従
来

の
増
産
重
視
か
ら
適
地
適
作
農
業
へ
の
移
行
、
昭
和
三
十
六
年
に
制
定
さ
れ

た
農
業
基
本
法
に
基
づ
く
新
た
な
農
業
政
策
の
展
開
等
に
「
対
処
し
、
効
率

的
な
普
及
指
導
を
進
め
る
た
め
、
全
農
業
改
良
普
及
員
に
対
し
、
従
来
の
指

導
体
制
に
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ア
ー
と
し
て
の
専
門
項
目
（
特
技
項
目
）
を
も
た

せ
、
専
門
事
項
に
関
し
て
の
指
導
力
の
強
化
を
図
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
特

技
研
修
は
三
十
三
年
度
か
ら
四
十
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
、
対
象
と
な
る
特
技

の
項
目
は
、
作
物
、
病
害
虫
、
土
壌
肥
料
、
農
機
具
、
畜
産
、
果
樹
、
園
芸

等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
（
茨
城
県
農
業
改
良
普
及
事
業
二
十
年
史
）
。 

こ
の
研
修
制
度
の
も
と
、
り
ん
ご
の
専
門
技
術
を
習
得
し
た
の
が
本
間
剛

男
さ
ん
で
あ
る
。
自
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
り
ん
ご
の
栽
培
「
面
積

の
多
い
大
子
町
に
お
い
て
は
、
大
子
町
及
び
関
係
機
関
、
栽
培
農
家
よ
り
の

強
い
要
請
と
県
の
リ
ン
ゴ
に
対
す
る
深
い
理
解
に
よ
り
、
昭
和
三
九
年
に
県

外
長
期
研
修
を
行
つ
て
、
普
及
所
で
も
リ
ン
ゴ
の
指
導
体
制
が
確
立
し
た
」、

と
（
同
上
書
）
。
ど
の
先
進
地
で
、
ど
の
よ
う
な
研
修
内
容
で
あ
っ
た
の
か
は

定
か
で
な
い
が
、
研
修
を
受
け
た
後
は
培
わ
れ
た
手
腕
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ

れ
、
り
ん
ご
栽
培
の
安
定
化
に
貢
献
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ご
自
身
は
「
普
及
所
と
関
係
機
関
、
リ
ン
ゴ
栽
培
者
と
の
間
が
、
一
層
緊
密

化
し
た
」、
と
も
述
べ
て
い
る
（
同
上
書
）
。
そ
の
本
間
さ
ん
は
、
三
十
八
年
四

月
一
日
か
ら
四
十
九
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
、
十
一
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ

て
大
子
地
区
農
業
改
良
普
及
所
に
奉
職
さ
れ
た
。 

さ
て
公
的
支
援
と
言
え
ば
、
そ
の
主
役
は
も
ち
ろ
ん
自
治
体
で
あ
る
。
地

域
社
会
を
支
え
る
産
業
基
盤
を
安
定
化
さ
せ
、
よ
り
強
固
な
も
の
へ
と
進
化

さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
立
案
し
、
具
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
、
自
治
体
の

主
要
な
責
務
の
一
つ
で
あ
る
。
産
業
振
興
策
の
一
環
と
し
て
、
大
子
町
は
り

ん
ご
栽
培
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
支
援
し
て
き
た
の
か
。
主
に
予
算
措
置
の

面
か
ら
跡
付
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

大
子
地
方
で
の
り
ん
ご
の
発
祥
地
で
あ
る
生
瀬
村
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
紹
介
し
て
お
こ
う
。
大
子
地
区
農
業
改
良
普
及

所
が
編
集
し
た
『
普
及
の
あ
ゆ
み
』（
昭
和
五
十
四
年
）
は
、「
昭
和
二
十
三
年
、

黒
田
（
一
―
引
用
者
）
氏
の
長
男
宏
氏
を
会
長
と
し
た
、
五
名
の
研
究
ク
ラ
ブ

が
結
成
さ
れ
、
リ
ン
ゴ
に
対
す
る
研
究
の
た
め
、
福
島
を
主
に
、
長
野
、
青

森
、
山
形
、
秋
田
等
先
進
地
の
視
察
を
行
な
い
、
栽
培
技
術
の
研
究
を
重
ね
、

二
十
五
年
新
植
を
計
画
、
苗
木
の
購
入
、
植
付
、
幼
木
の
管
理
と
意
欲
的
に

活
動
し
、
そ
れ
に
呼
応
し
、
当
時
の
生
瀬
村
山
田
（
碌
郎
―
引
用
者
）
村
長
の

積
極
的
な
援
助
も
あ
り
、
順
調
に
の
び
て
い
っ
た
」、
と
述
べ
て
い
る
。
り
ん

ご
栽
培
の
草
創
期
、
周
囲
の
冷
や
や
か
な
視
線
を
浴
び
な
が
ら
も
黒
田
宏
さ

ん
を
先
頭
に
数
人
の
若
手
農
業
者
が
模
索
を
繰
り
返
す
時
代
に
、
山
田
村
長

が
「
積
極
的
な
援
助
」
を
し
た
と
言
う
。
興
味
深
い
指
摘
だ
が
、
そ
の
後
の

順
調
な
伸
び
に
つ
な
が
る
「
援
助
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら

そ
の
「
援
助
」
の
内
容
は
詳
ら
か
で
な
い
。 

昭
和
三
十
年
三
月
、
生
瀬
村
を
含
む
一
町
八
か
村
が
合
併
し
て
新
た
な
大

子
町
が
誕
生
し
た
。
そ
の
四
年
後
の
三
十
四
年
、「
新
市
町
村
建
設
促
進
法
に

基
き
、
本
町
の
建
設
計
画
を
調
整
す
る
目
的
の
下
に
概
ね
十
ケ
年
に
亘
る
建

設
経
営
の
基
本
方
策
と
し
て
、
作
成
し
た
」
の
が
『
大
子
町
建
設
基
本
計
画

書
』（
大
子
町
史 
資
料
編 
下
巻
所
収
）
で
あ
る
。
今
日
の
、
自
治
体
が
策
定
す
る

「
総
合
計
画
」
の
い
わ
ば
第
一
号
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
「
基
本
的

構
想
」
の
個
所
で
、
農
業
に
つ
い
て
は
「
主
穀
中
心
の
農
法
を
徐
々
に
畜
産
、

園
芸
を
主
体
と
す
る
経
営
に
転
換
、
企
業
化
し
て
、
こ
れ
が
有
機
的
連
繋
に



よ
り
高
度
化
し
た
営
農
体
勢
を
整
い
る
も
の
と
す
る
」、
と
述
べ
て
い
る
。
当

時
は
高
度
経
済
成
長
期
、農
業
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、

長
期
計
画
と
し
て
、
従
来
の
主
穀
中
心
か
ら
今
後
需
要
が
伸
び
る
と
予
測
さ

れ
る
畜
産
、
園
芸
へ
の
経
営
転
換
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
点
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。 

そ
の
園
芸
に
含
ま
れ
る
り
ん
ご
に
つ
い
て
、
同
『
基
本
計
画
書
』
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
最
近
に
至
り
り
ん
ご
が
抬
頭
し
て
来
て
将
来
を
嘱
望

さ
れ
て
い
る
が
品
質
的
に
早
生
種
（
祝
、
旭
）
が
多
く
東
北
の
産
地
よ
り
早
期

出
荷
を
目
論
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
市
場
の
評
価
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。

現
在
約
二
〇
町
歩
の
栽
植
が
み
ら
れ
る
が
結
果
樹
は
約
二
町
歩
程
度
で
八
千

貫
の
生
産
量
で
あ
る
。
今
後
は
更
に
中
晩
性
種
も
導
入
し
て
奥
久
慈
り
ん
ご

の
産
地
と
し
て
経
済
的
に
も
観
光
的
に
も
大
い
に
育
成
を
図
る
計
画
で
あ

る
」、
と
。
こ
こ
か
ら
は
、
り
ん
ご
栽
培
の
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
り
ん
ご

栽
培
を
有
力
な
転
換
先
と
し
て
位
置
づ
け
、
今
後
「
大
い
に
育
成
を
図
る
」

と
の
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
治
体
と
し
て
り
ん
ご
育
成
に
向
け
た
強

い
意
欲
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、「
観
光
的
に
も
」
育
成

す
る
と
の
表
現
も
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
図
を
込
め
て
い

た
の
か
は
不
明
だ
が
、
昭
和
三
十
四
年
の
時
点
で
す
で
に
観
光
と
の
連
携
を

意
識
し
た
振
興
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。 

こ
の
よ
う
な
長
期
計
画
を
ベ
ー
ス
に
年
度
ご
と
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
三
十
五
年
度
か
ら
四
十
年
代
半
ば
頃
ま
で
の
大
子

町
の
具
体
的
な
支
援
策
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
（
以
下
、
昭
和
三
十
五

年
度
～
三
十
八
年
度
は
「
一
般
会
計
特
別
会
計
予
算
執
行
実
績
報
告
書
」
、
三
十
九
年
度

以
降
は
「
決
算
に
関
す
る
附
属
資
料
」
に
よ
る
）
。 

一
つ
は
、
講
師
を
招
い
て
の
講
習
会
開
催
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
三
月

十
日
、
り
ん
ご
栽
培
講
習
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
招
聘
し
た
講
師
は
、
福
島

県
の
り
ん
ご
専
門
技
術
員
を
務
め
る
藤
森
要
吉
さ
ん
で
、
講
師
旅
費
一
千
八

百
円
、
謝
礼
二
千
円
を
支
出
し
た
。
藤
森
さ
ん
は
三
十
七
年
度
に
も
招
か
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
茨
城
県
と
の
共
催
で
あ
っ
た
た
め
謝
礼
は
県
が
、
旅
費

と
茶
菓
子
代
計
六
千
四
百
円
余
は
町
が
負
担
し
た
。
三
十
六
年
度
開
催
の
講

習
会
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。「
福
島
県
立
園
芸
試
験
場
の

り
ん
ご
専
門
技
術
員
宗
像
氏
を
招
聘
し
て
り
ん
ご
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
た

…
。
り
ん
ご
栽
培
熱
が
非
常
に
高
か
っ
た
の
で
受
講
者
は
一
二
〇
名
に
達
し

極
め
て
盛
会
だ
っ
た
」。
「
栽
培
熱
が
非
常
に
高
か
っ
た
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
確
か
に
こ
の
頃
は
、
ま
だ
販
路
は
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の

の
り
ん
ご
栽
培
に
取
り
組
む
生
産
者
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
新

し
い
分
野
へ
の
挑
戦
で
あ
る
だ
け
に
、
本
誌
第
七
九
号
で
ふ
れ
た
よ
う
に
各

種
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
り
先
進
地
視
察
に
参
加
し
た
り
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
生
産
者
は
栽
培
技
術
の
修
得
に
積
極
的
だ
っ
た
。
専
門
家
か
ら
技
術
を

吸
収
す
る
絶
好
の
機
会
が
町
内
に
設
け
ら
れ
た
と
な
れ
ば
、
講
習
会
が
「
極

め
て
盛
会
」
に
な
る
の
も
想
像
に
難
く
な
い
。
町
も
、
栽
培
技
術
に
関
わ
る

情
報
を
渇
望
す
る
多
く
の
生
産
者
を
意
識
し
た
上
で
の
開
催
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
、
資
料
で
確
認
で
き
る
講
習
会
は
以
上
の
三
十
五
年
度
、
三
十

六
年
度
、
三
十
七
年
度
の
三
回
だ
け
で
あ
っ
た
。 

二
つ
目
の
支
援
策
は
、
病
虫
害
防
除
で
あ
る
。
こ
の
支
援
策
が
金
額
的
に

も
大
き
く
、
一
貫
し
て
中
心
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。���������
（
齋
藤
典
生
） ��� 編�

集�
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会�編

集
人��
齋
藤�
典
生
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
）��������

井
上�
和
司
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
）�家

田��
望
（
大
子
町
教
育
委
員
会
）�発�

行�
大
子
町
教
育
委
員
会�久

慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
六
九
番
地�大

子
町
立
中
央
公
民
館
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２
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